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　株式会社アメイズは、「HOTEL AZは“旅”を通じて社会に
奉仕する」という経営理念のもと、事業を続けてきました。こ
の理念は、私たちがどのようなホテルでありたいのか、どの
ような価値を社会に提供するのかを示す、経営の原点です。
私自身、この理念を「お客さまの行動の幅を広げること」だと
捉えています。
　HOTEL AZは、気軽に、安心して、リーズナブルに泊まれ
るホテルです。価格を抑えながらも必要十分なサービスを提
供することで、お客さまの財布を圧迫せず、仕事や旅行、地
域での食事や体験など、宿泊以外の活動をより豊かにしてい
ただきたいと考えています。また、ホテルの中だけで完結する
贅沢ではなく、ホテルを拠点に外へ広がる「豊かな旅」を支え
る存在でありたいのです。
　HOTEL AZの大きな特長は、その立地と価格帯にあります。
多くのホテルチェーンが都市部や駅前に集中する中、私たち
は郊外型・ロードサイド立地を選び、365日同一価格という
独自のポジションを築いてきました。車で移動されるお客さま
や、工事・出張などで連泊されるビジネスパーソンにとって、
分かりやすく、計画が立てやすいホテルであることを重視して
います。このポジショニングは、地域社会にとっても重要な意
味を持っています。地方や郊外への出店は、雇用を生み、人
の流れをつくり、宿泊されたお客さまが地域で消費し、そこで
滞在時間を過ごすことで、地域経済の一部として機能します。
　また、自治体からの要請に応じ、防災協定の締結や災害時
の受け入れにも取り組んできました。平時には宿泊施設として、
有事には地域を支える拠点としての役割を果たすことも、私た
ちの重要な責務です。

　こうした積み重ねにより、HOTEL AZは連泊利用の多い
ホテルとして、多くのお客さまに繰り返し選ばれてきました。
私たちは拡大を急ぐのではなく、一店舗一店舗の運営品質を
重視しながら、着実な成長を続けてきました。
　2030年に向けて、私たちは120店舗、売上高300億円規模
への成長を目指しています。これは規模拡大そのものを目的
としたものではありません。地域に根ざしたビジネスモデルを
磨き続け、安定した収益基盤と持続可能な成長を両立させる
ための目標です。今後も、出店の質と運営の効率性を高めな
がら、資本効率と中長期的な企業価値の向上に取り組んでい
きます。
　この統合報告書は、私たちの経営姿勢と成長戦略をお伝え
するためのものです。HOTEL AZがこれからも「気軽に泊ま
れて、その先の時間を豊かにするホテル」であり続けるために、
私たちはお客さま目線の経営を貫き、地域とともに持続的な
成長を実現してまいります。
　今後とも、株式会社アメイズにご期待ください。

トップメッセージ

「旅」を通じて社会に奉仕し、
お客さまの行動の幅を広げる拠点へ

2030 年の目標達成へ。
持続的な成長と企業価値の向上に挑む

代表取締役社長

穴見 賢一

地域密着型ビジネスモデルを磨き、
持続的な企業価値創出へ

私たちは、豊かな「旅」を創造し、多くの人々の豊かな暮らしに貢献します。
当社は、九州そして日本各地にホテル宿泊、飲食サービスをご提供しています。

お客さまに本当に行き届いた旅の楽しさを提供しつづけ追求して行くことを経営の目的としています。

企業理念
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50店舗・売上高
100億円達成

コロナ禍による
売上高減少

過去最高売上高
190億60百万円

●配当性向を堅持しながら
株主還元を実現

● 雇用、人流、経済
の活性化

● 従業員の生活を
豊かにし社会生活の
基盤を作る

●LED化による省電力化
● 最小限の客室備品に
よるCO₂排出量抑制

● BCP 策定
●有事の際、地域の
避難場所として提供

● 被災時の事業継続

●創出した利益を次の投資に
●新規出店、既存店改修
●さらなる未出店地域への
出店と設備維持による
地域貢献の永続

2026 年度見込み

● 店舗数 94 店舗

● 従業員数 2,000 人

提携実績（2026 年 4月時点）

● 31 実績
内訳：災害時協定 25実績、
 生活困窮者支援等 6実績

2026 年度見込み

● 売上高 220 億円

● 営業利益 38億円

株主還元地域活性化 環境への配慮 地域防災 財務の活性化

Outcome

宿泊事業 飲食事業

新規出店
既存設備
投資

企業理念

ガバナンス

Input

事業活動

● 各ホテル所在地の
市町村の支援、協力

● 地域住民との共生

● キャッシュ
● EBITDA
● 借入金
● 株主資本

● ホテルおよび
飲食店に関わる
土地・建物等

● 社内・社外教育
制度

● 協力会社（客室
清掃会社、リネン
会社、食材問屋、
客室備品関連取扱会社）

社会・地域資本財務資本 設備資本 人的資本 パートナーシップ

Output

雇用創出 各市町村との提携財務実績
株式会社亀の井ホテルが油屋熊八に
よって設立

市場環境が厳しいとされたコロナ禍でも、
業績は堅調さを維持

売上高の推移

アメイズ50店舗目となる福岡直方店
がオープンする

社名を株式会社アメイズへ変更。
また、屋号をHOTEL AZへ改称。
福岡証券取引所へ上場する

亀の井ホテルを株式会社ジョイフルが
買収（写真は当時社長の穴見保雄）

アメイズ100店舗オープンに向けて、
店舗数を拡大中

1924年

2020年2014年

2013年1994年

2026年

価値創造の歴史 価値創造プロセス

当社は創業 1911 年以来、115 年間にわたり、 “ 豊かな「旅」を暮らしに ”をモットーに、

ホテル宿泊・飲食サービス事業を展開し続けてきました。より多くのお客さまへ旅の楽しさ

を提供できるよう、これからも豊かな「旅」を追求し続けてまいります。

アメイズの価値創造の軌跡
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事業概況

戦略的なドミナント出店により地域拠点を拡大し、中期経営計画における2030 年度の目標達成を

目指します。利便性の高い宿泊と安心の食事を通じ、選ばれ続ける滞在価値を創造します。

地域に根ざしたドミナント戦略と、
快適さを追求する事業展開

出店計画 飲食部門

ホテル宿泊部門

ドミナント戦略による効率的なエリア拡大と、地域に必要とされる
拠点づくりを推進し、2030 年の 120 店舗体制達成を目指します。

無料朝食や低価格な夕食の提供により、我が家のような安心感を
実現。地域共生を重視し、独自の滞在価値を追求します。

「ちょうどよい」サービスとシステム化で利便性を高め、認知拡大と
リピート増を図り、安定的な稼働と成長を追求します。

　当社は、2030年に向けて120店舗体制、売上高300億円
の達成を目標に、着実な出店を進めていきます。出店にあたっ
ては、無理な拡大を避け、既存店舗との相乗効果を重視した
ドミナント戦略を基本としています。中国地方や中部地方など、
すでに拠点を有するエリアを軸に、管理効率や人材配置、運
営ノウハウの蓄積を生かしながら、段階的かつ効率的にエリ
アを広げていく方針です。
　また、自動車利用を前提とした立地や、地域に求められる
宿泊機能を備えることで、安定した需要の獲得につなげてい
ます。近年では、防災対応などを含めた災害時を含む地域の
受け入れ拠点としての役割が評価され、地元自治体から出店
や協定締結の要請を受けるケースも増えています。地域に根
ざし、必要とされる場所への出店を通じて、持続的な成長を
実現していきます。

　飲食部門では、宿泊されるお客さまに朝食バイキングを無
料で提供し、滞在を支える重要なサービスとして位置づけてい
ます。連泊されるお客さまも多いことから、飽きのこないメ
ニューづくりや内容の見直しを行い、朝食の満足度向上を目
指しています。
　また、ホテルに飲食店を併設することで、無料朝食サービ
スに加え、夕食についても低価格で提供し、館内でゆっくりと
お召し上がりいただける環境を整えています。外出せずとも安
心して食事を楽しめることで、お客さまには我が家のようにく
つろいでお過ごしいただけます。
　一方で、地域の飲食店での食事も大切に考え、館内飲食は
「選択肢の一つ」として位置づけています。こうした考えのもと、
おもてなしの心を大切にしながら、お客さまの滞在価値を高
める新しいスタイルのホテル経営を追求しています。

　ホテル宿泊部門では、「リーズナブルなコストで快適に滞在
できる」価値の提供を軸に、サービスとオペレーションの高度
化を進めています。快適性の向上にあたっては、客室設備だ
けでなく、チェックイン・チェックアウトの体験を重視し、シス
テム導入により手続きをよりスムーズにすることで、お客さま
の利便性向上と従業員の業務効率化を両立しています。
　これまで当社のホテルは、利用されたお客さまの満足を起
点とした口コミにより利用が広がってきました。今後はこれに
加え、認知拡大に向けた施策を強化することで、さらなる稼
働率の向上を図っていきます。
　また、過度なサービスの付加ではなく、お客さまから「ちょ
うどよい」と感じていただけるサービスを提供し続けることで、
リピート利用の拡大を通じた安定的な利用基盤の構築を目指
していきます。

既存出店エリア
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Environment

Social Governance

事業の成長・
社会価値の創出

ESG の取り組み

合理的な経営判断と地域への貢献で築く、
持続可能な郊外型ビジネスモデル

Environment 〈環境〉 Governance 〈ガバナンス〉

Social 〈社会〉

「必要十分」に根差した合理的な経営と地

域に密着した事業展開を通じ、持続可能な

社会の実現を目指すとともに、事業成長と

社会価値創出の両立を追求します。

「本当に必要なもの」を見極める合理的経営を通じ、環境負荷低減を追求。

省エネ設備と資源の最適化により、事業活動と環境配慮を両立します。 現場で実際に機能するガバナンスを重視し、有事の継続体制とハラスメント対策を徹底。

委託先を含む全従業員を尊重する、誠実な運営を事業基盤とします。

地域に根ざした出店を通じて、安定した雇用の創出と安心な暮らしを支える拠点づくりを

推進。多様な人材を活かし、地域社会と共に持続的な成長を目指します。

　事業活動を通じた環境負荷の低減に向け、日々の運営の中
で実効性のある取り組みを重ねています。その一つとして、全
館における照明のLED化を完了し、電力使用量の削減を通じ
てエネルギー効率の向上を図っています。
　また、アメニティや備品の見直しを進め、必要以上の提供
を控えることで、プラスチック使用量や資源消費の削減に取り
組んでいます。お客さまの快適性を損なわないことを前提に、
「本当に必要なものは何か」という視点でサービス内容を整理
し、日常の運営に落とし込んでいます。
　さらに、チェックイン・チェックアウトをはじめとする業務の
システム化や省力化を進めることで、無駄の少ない運営を実
現しています。過剰な設備投資に頼らず、必要十分な機能に
絞った設備設計を重視する考え方のもと、環境への配慮を合
理的な経営判断の積み重ねとして実践しています。こうした取

　ホテル業という業態の特性を踏まえ、現場で実際に機能す
るガバナンス体制の構築を重視しています。自然災害や突発
的な事象への対応に備え、BCPの考え方を日常の運営に組
み込み、水や備蓄品の確保、情報伝達体制の整備など、危
機発生時にも事業を継続できる体制を整えています。衛星電
話の配備やエリア拠点ごとの対応体制を通じ、有事において
も迅速な判断と行動が可能となるよう備えています。
　また、従業員が安心して働ける環境づくりの一環として、セ
クシュアルハラスメントやパワーハラスメントに加え、カスタ
マーハラスメントへの対応にも取り組んでいます。相談窓口を
設け、問題が顕在化した際には適切に対応しています。
　さらに、委託先である清掃事業会社の従業員も含め、現場
で働く仲間として尊重し、課題が生じた場合には切り分けるこ

　事業活動そのものを通じて地域社会への貢献を果たすこと
を大切にしています。新たにホテルを出店することで、AZホ
テルの従業員に加え、委託する清掃事業会社などを含め、1
店舗あたり約40名の雇用がその地域には生まれます。多くは
地元での採用となり、安定した雇用の創出につながっています。
　また、出店にあたっては自治体からの要請を受けるケース
も多く、地域に必要とされる宿泊拠点として整備を進めてきま
した。防災協定の締結などを通じて、災害時には一時的な滞
在や受け入れの拠点として活用できるなど、平時・有事の両
面で地域を支えています。
　さらに、地方や郊外への出店により、都市部での就業が難
しい方にも働く機会を提供しています。性別や国籍にとらわれ
ず、意欲や能力を重視した人材の受け入れを行い、地域との
信頼関係を育みながら、地域に安心と活力をもたらす存在と
して、地域に根ざしたホテル運営を行い、社会との持続的な

り組みを継続することで、事業活動と環境配慮の両立を図って
いきます。 となく対応しています。現場に近い視点での統治を通じ、事業

運営を支えています。

関係構築を目指しています。
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At a Glance 会社概要

福岡県
福岡甘木インター店
福岡飯塚店
福岡糸島店
福岡うきは店
福岡大川店
福岡金の隈店
福岡香春店
福岡久留米店
福岡古賀店
福岡篠栗店
福岡田川店
福岡筑後店
福岡築上店
福岡直方店
福岡宗像店
福岡夜須店
福岡八女店
福岡吉富店
福岡和白店
北九州小倉店
北九州新門司港店
北九州八幡店
北九州若松店

佐賀県
佐賀伊万里店
佐賀小城店

(前事業年度180億29百万円)

（2026年度見込み）

（2026年4月時点）

（2025年度）

195億60百万円

343万人

75.0%

1,918人

20億81百万円

日本全国94店舗

総客室数13,221室

15.6%

障がい者雇用：31人（前年比▲10人）、外国人雇用35人（前年比+16人）

売上高

6期連続の増収実となり、過去最高売上になりました。

九州地方におけるロードサイド型ホテルとして、確実にシェアを
拡大しています。

性別を問わず、キャリアを継続できる環境の構築を
努めています。

出店地域における雇用の創出を行っています。

誰もが能力を最大限に発揮できる環境整備を
推進しています。

2027年度100店舗オープンに向けて、新規店舗開店に力を
入れました。

原材料高や人件費上昇などのコスト圧力により、増収減益とな
りました。

年間延べ宿泊者数

育児休暇取得率

総従業員数

当期純利益 基本情報

全国店舗リスト

店舗数と客室数

女性管理職比率

社 名 ： 株式会社アメイズ

本 社 所 在 地 ： 大分県大分市西鶴崎1-7-17

福 岡 事 務 所 ： 福岡市東区和白丘2-3-2

創 業 ： 1911年（明治44年）

設 立 ： 1924年（大正13年）11月

代 表 者 ： 穴見賢一

資 本 金 ： 12億9998万9100円

従 業 員 数 ： 1,918名（2026年4月現在）

事 業 内 容 ： ホテル、レストラン

佐賀鳥栖店
佐賀吉野ヶ里店

長崎県
長崎雲仙店
長崎大村店
長崎鹿町店
長崎時津店
長崎波佐見店

熊本県
熊本芦北店
熊本荒尾店
熊本インター御領店
熊本大津店
熊本嘉島店
熊本上天草店
熊本菊池店
熊本合志北バイパス店
熊本和水店
熊本北部店
熊本八代宮原店

大分県
大分空港店
大分安心院店
大分幸崎店
大分佐伯店
大分津久見店
大分日出店

大分豊後高田店
大分別府駅前店
大分三重店

宮崎県
宮崎えびの店
宮崎北日向店
宮崎佐土原店
宮崎新富店
宮崎高鍋店
宮崎田野店
宮崎都農店
宮崎延岡店
宮崎南日向店

鹿児島県
鹿児島姶良店
鹿児島伊集院店
鹿児島出水店
鹿児島大崎店
鹿児島川辺店
鹿児島喜入店
鹿児島垂水店

岡山県
岡山津山店
岡山備前店

広島県
広島三原店

山口県
山口岩国店
山口下松店
山口下関店
山口徳山店
山口防府店

徳島県
徳島小松島店
徳島板野店

香川県
香川宇多津店
香川東かがわ店
香川観音寺店
香川三木店

愛媛県
愛媛伊予店
愛媛内子店
愛媛東予店
愛媛松山西店
愛媛土居インター店
愛媛愛南店

高知県
高知須崎店

石川県
石川粟津店 

愛知県
愛知蒲郡店

三重県
三重名張店

山梨県
山梨甲府南IC店

長野県
長野佐久IC店

飲食店単独店舗
お祭り一番館鹿児島空港店
お祭り一番館別府店
お祭り一番館八代宮原店
お祭り一番館高鍋店
ジョイフル鶴崎店

併設レストラン一覧
バイキング レストラン志高
ファミリーレストラン ジョイフル
しゃぶしゃぶ 温野菜
居酒家 かまどか
焼肉バイキング お祭り一番館
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